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　本書は
“ S・ei ・li・・ne 　 et 　C1・1む・祀

”

叢書の
一M ・Marcel 　Pre… t ・ 1）a−rw ｝・ （Pa ・i・

，
　E ．S．］．

，
19・38〕の

前 三 分 の 二 の 謙 ゆ 部分 の 飜譯 で あ る ・ 即 三 分の 一は ダーウ ・吸 び ウ ・
一レ ス の 著書力・らの 拔萃 で あ

つ て t 既 に 邦譯 ダ ーウ f ン 全集 の 出版されつ つ あ る關係上本譯書で は 除 かれ て ゐる。

　本書の 内容は 第
一

章 ダーウ ・ ン の agfRの イ ｝
”
V7 ．の 祉會麹態 ， 第二 章 ダ ーウ ，

’
f の 家系 と 彼 の 生

淫 第三章 ダ ⇒ ・ ン の 勞作の 鬮 ・ 第四章 ”
’一ウ t ソ の 進化論 と自然淘汰m ， 第 韓 ダー・

，汲
び ウ ・

一レ ス と燗 の 動物的起源 ， 第六章 ダーウ t ソ の 功績，第七章 ダ ーウ t．・” の 缺陥の 七 章 よ りな り，
別 に參考文駄 人名及び科學用語解設を添 へ て ある 。

　原著者 プ ル ナ ン 氏 は 佛蘭酉 ゾ ル ボ ソ ヌ大學 の 生物學教授で あるが ， 本書の ダ．一．ウ 伊 侮 と して 特異な點

は こ こ に 示 した 目実に よつ て も5か が はれる如 く， 著者は英堆主義的な歴史觀を捨て ，「普逋の 傳記物語に

見 られ るや 5に 先づ個人的な傳記 ，私生活の 敍遞か らは じめ 」ず，
「9 一ウ ‘ソ を論ず るに 先立つ て ダーウ f

ソ を生ん だ イ ギ リス に 於け る資本主襞 の 發達 を分析 」（譯者序）して ゐ る （第一
覃）。 然 る後第二 章 に於 て ダ

ーウ f ソ の 羅 史的肚會的位置を論 じ， 彼に於け る進歩的な面及び淌極的な面 の 依つ て 來 る所以を明か に し

て ゐる。 第 三 章に於 て は彼の 諸勞作を概觀 し 彼が 「あら ゆ る部門に 於L
’
・て 殆ん ど缺點の ない 不朽 の 名著

を殘 し」 「こ れ こ そは こ の 優れ た觀察者 の 才能 を證明する もの で あ る」〔1艦 頁）こ とを 示 し， 又第四章 では

彼 の 自然淘汰説の 出現は ， 彼の 天才を無硯す る 捌 ナに は ゆか ない と して も，女1河 な る 國 に 於 て も可能だつ

た わ け で は な く，マ ル サス の 「人 口論 」 を生 ん だ と同 じ當時の 英國の 瓧會的地盤 を必 要 と した の で あつ て ，
こ う して 見 る時彼 の 説 と ウ ォ

・一レ ス の 説が 一致 した と い ふ こ とは 必 ず しも隅然で は な ぐ， その こ とは 「狹
隘な生物學的環境の 雰園氣 よりも寧 ろ資本主谿 ，な

一・
般環境 の 雰圍氣の うちに ， こ の 思想が 醸成 され た こ

とを證明す る もの 」 （1器 頁）で ある とい つ て ゐ る。 徇以 下の 諸章に 於て 人聞の 動物的起源 とい ふ 點で は當
時の 進化論者 は 一樣に

…
致 して ゐた が ， 人間へ の 進化を論ずるに あたつ て 厂ダーウ ｛ ソ は人間の あらゆる

性質を動物と同 じ2F
面に 立つ て 取扱lt　5と した爲失敗 し」 〔222頁｝， その 點 ウ ォ

ーレ ス は 「『勞働手段の 使

用及び創浩は ， 氈に 動物 に 於い て そ の 萠芽 が見 られ る と は い へ
， そ れは特に 人間勞働の 過程を特徴づ け る

もの で あ る」 と い ふ 考 に 近 づい て を り」，
厂叡智及び道具の 出IAb；人類 の 進化 に も た ら した變化 を 強調 し

た 」 と い ふ こ と （143，148頁）， そ の 他 の ”
a
　・一ウ t ゾ に於け る缺陥を も，彼 の もた ら した偉大 な功績と共に

鋭く分析 し て ゐ る。叉 各國 に 於け る ダ ーウ ｛ニ ズ ム の 淌長が そ の 國 の m：會猷勢 の 變化と婀 可に關聯 して ゐ

る か と い ふ や うなこ とが 興糶 く述 べ られて ゐ る 。

　本譯書に は 原著に無かつ た圃が幾つ か挿入 されて ゐ る 。 尚繙讀 に 直接影響 の な い こ と で は あるが 挿入 の

外國語の 誤植が 少 なか らず氣に 懸 る 。 （碓 井 釜 雄｝

　　Ergebnisse 　der　Enzymf ・rschung 　h ・m ・・gFgE ・い ・1　Y 。 ・I　F ．　N 。 RD 　 und 　R ．、V 跏 、ENH 。，、EN

Bd・　 S」11
，
1938」・vil ，xig ，　Akademische 　Ve ・1・ g・g・sell ・ehaft 　 II」B ．II．437 頁

　逐年發行され る本書が 酵素それ虞身 の 研究者に は勿論の 事そ れ 以外の
一
t 般生化學の 仕事に携は る者に

坂 つ て も最近 の 學界の 趨勢を展望す るに 必 要 缺 くべ か ら ざ る もの で あ る事 は 言 を俟 た な い
。 執筆者も各分

科 に 於け る專門 家 で あ eJ
， 斯學 の 欟 の 粹 を集めた もの と云 へ や う。 繁を邏げん がた M）

一・畠々の 内容に 立 入

らず單に表題 と執筆者を並べ 參考に供しや う。
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　　GL 　FRO ．II　，s〔＋EOI ，： Sulfatases． こ こ に は 種 々 の 有譏硫酸 工 λ テル の 分解囀 iが 詳述 されて ゐ る。こ

れ等の 酵素の 申に は 本邦人に 依つ て 發見され た もの が あ る。即ち 7 エノ ール 硫酸 エ ス テ ル 酵素は 廻 幻 年

NEUBERa と 黒野氏に 依 り，葡萄塘硫 酸 エ ス テ ル 酵素は 1931年左右田 ， 服部爾氏 に俵 つ て 蝸牛に 發見 され

た もの で ある。　　　　　　　　 ■
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